
コロナウィルス対策の政策目標

新型コロナウィルス対策で、喫緊の課題とは何でしょう
か？ 日本はどんな未来を目指すべきでしょうか？ 一言で
言えば、「コロナ後に元の日本社会を取り戻す」ことです。
いつでも、全国あるいは世界中どこでも会いたい人に会い
に行けて交流が出来る社会です。一刻も早くそんな環境を
取り戻さなければなりません。

取り組むべき明確な課題

やるべきことは明らかです。まずは感染抑止を強力に進
めること、同時に治療薬・予防薬の開発を世界と協力して
促進することです。感染防止の強化は人と人との接触を可
能な限り減らすことです。そうなれば経済は劇的に落ち込
みます。人の活動を7割、8割と減らせば、経済が落ち込
むのは当然です。外出の抑制と経済の落ち込みは比例しま
す。一方、中途半端な外出制限とそれに伴う経済支援はか
えって経済回復を遅らせます。ですから思い切った外出制
限と大胆な事業者への支援はセットで行うべきです。

切実な事業者の方の声！
三月中旬から緊急事態宣言が出るまでの間に商店街の方

を中心に様々な事業者の方の声を伺って参りました。売上
が9割減って生命保険を解約したという切実な声も頂きま
した。売上が減る中で、家賃や従業員の給料等の固定費を
賄っていくのは想像以上に厳しいことだと実感しました。

第二次補正の実現へ

国も第一次補正予算に法人に200万円、個人に100万円

の補填を組み込む案を準備しました。日本政策金融公庫も
法人・個人に実質無利子の融資制度を用意しました。その
他にも様々な制度融資が存在します。雇用調整助成金も使
える様になっております。神奈川県も、また、地域の自治
体も独自の休業補償を用意しております。但し、問題はど
この窓口に相談したら良いか非常に分かりにくい点にあり
ます。自治体によっては、ワンストップで様々な制度を活
用出来る窓口を用意しているところもありますが、皆さま
にとって分かりにくい制度の質問等ありましたら、メール
等でいつでもお受け致します。是非、お寄せ下さい。また、
果たしてこの金額で充分なのかという指摘もあるでしょ
う。大幅な行動抑制で感染抑止を早期に実現し、その間の
休業補償を大幅に拡充した第二次補正予算成立に向けて尽
力致します。
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誰にでも何度でもチャンスのある社会を。
あさおの思いはコチラから。

再起！ここから一緒に。



　新型コロナウィルスの感染が広がる中、横浜市栄区
在住の高畠郁子さんにTV会議システム※を使ってイン
タビューしていただきました。
※浅尾慶一郎は現在、玉川大学講師として玉川大学の授業もTV会議
システムで行っています。

高畠） 街の中から外国人観光客もいなくなり、静か
になりました。その良し悪しは別として、日本は以
前のように戻るのでしょうか？
浅尾） 私はそうならない様に努力したいと思います

が、日本そして
世界はコロナ前
に戻ることはな
いかもしれませ
ん。国境を越え
た人の交流が止
まり、経済活動
の低下が予想さ

れます。訪日外国人は昨年3,200万人でした。この
外国人が国内で使うお金を換算すると人口にして
300万人分の消費額に相当します。この消費が消え
るとしたら相当のショックです。
高畠） 一部ではコロナウィルスが終息したら、V字回
復でバブル景気になるという人もいますが。
浅尾） それは難しいと思います。友人の経済学者の
分析では経済が以前のレベルにまで持ち直すのは
来年の秋、もしかすると再来年になるかもしれない
との予想です。そもそも今の状況で感染を断ち切
れるのか、感染が長引けば更に厳しい状況になり
ます。
高畠） 国からの一人10万円支給というのは適切でし
ょうか？
浅尾） 10万円がダメという訳ではありませんが、収
入が減っている人には更なる施策が必要です。一

番大変なところは飲食店や旅館などでしょうが、幅
広い業種が大変になってきています。この点、私も
自民党の所属会派を通じて施策提言を進めたいと
思います。
高畠） そうした場合のお金は国債ですか？ そうなる
と返さないといけませんよね。
浅尾） 国債を10年後固定金利ゼロで借り換えができ
れば、国として負担は無くお金が回るだけというこ
とになります。もし金利が上がるとしたら、その時
は物価が上がる時、つまりインフレになるので税収
も増えることになります。
高畠） なるほど、そうなんですね。一方で医療現場
の友人達から悲痛な話も聞いています。自分にでき
る自粛をきちんと心がけて、コロナにならない、う
つさない、という思いを強くしました。
浅尾） はい、今も前線で頑張っていただいている医
療従事者や介護事業などの皆様、そして生活イン
フラを支えていただいている皆様への感謝を胸に、
日々取り組みたいと思います。ありがとうございま
した。

浅尾慶一郎に日本社会の状況と
これからを聞く！

インタ
ビュー

高畠  郁子
福岡県出身、横浜市栄区在住。国立音楽大学卒。
オペラコンサートを主催する他、各種式典イベ
ント、結婚式などの司会、企業研修などを生業
とする。個人のヴォイストレーニングやピアノ
レッスンも行っている。その殆ど全てがコロナ
の影響を受け、延期や中止となっている。社会人と大学生二人の
息子の母親でもある。
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TV会議システムを通じてのインタビュー

人の少ない鎌倉

各種入会・詳細に関しましては、「浅尾慶一郎事務所」ホームページ「http://asao.net/asaokai/」又は TEL. 0467-47-5682 までご連絡ください。

新型コロナウィルス感染の関連でお困りの方、
ご意見のある方のお声をお聞かせください。
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